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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第58期 第59期 第60期 第61期 第62期

決算年月 令和２年12月 令和３年12月 令和４年12月 令和５年12月 令和６年12月

売上高 （千円） 347,166 396,689 448,684 439,664 445,577

経常利益又は
経常損失（△）

（千円） △12,727 △11,378 11,590 3,036 △6,946

当期純利益又は
当期純損失（△）

（千円） △9,899 △8,735 7,469 △4,107 △6,401

持分法を適用した
場合の投資利益

（千円） － － － － －

資本金 （千円） 922,050 922,050 922,050 922,050 922,050

発行済株式総数 （株） 68,585 68,585 68,585 68,585 68,585

純資産額 （千円） 2,163,700 2,154,964 2,162,433 2,158,326 2,151,924

総資産額 （千円） 3,953,516 3,930,221 3,924,881 3,881,820 3,861,625

１株当たり純資産額 （円） 31,547.71 31,420.34 31,529.25 31,469.36 31,376.02

１株当たり配当額
（円）

－ － － － －

(内1株当たり中間配当額) (－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益又は
当期純損失（△）

（円） △144.34 △127.37 108.91 △59.88 △93.34

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 54.7 54.8 55.1 55.6 55.7

自己資本利益率 （％） － － 0.3 － －

株価収益率 （倍） － － － － －

配当性向 （％） － － － － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 36,832 28,800 36,844 30,983 18,691

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △9,783 △3,574 △8,642 40,075 △3,706

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 17,301 △29,591 △22,226 △76,804 △18,635

現金及び現金同等物の

期末残高
（千円） 69,410 65,044 71,019 65,274 61,623

従業員数 （名） 36 36 32 33 33

〔外、平均臨時雇用者数〕  (13) (11) (11) (11) (9)

 

（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい
ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。
３．潜在株式調整後１株当り当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
４．当社は非上場会社のため、株価収益率を記載しておりません。
５．第58期、第59期及び第61期並びに第62期の自己資本利益率は、当期純損失を計上しているため記載して

おりません。
６．株主総利回り、比較指標、最高株価及び最低株価については、当社株式は非上場であるため、記載して

おりません。
７．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第60期の期首から適用し

ており、第60期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標となって
おります。
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２【沿革】

　昭和38年当時ゴルフの普及はめざましいものがあり、仙台周辺の既設の三ゴルフ場のみでは十分なプレーが出来ない状

態にありました。このため柴田町をはじめ地元地主等の熱心な協力と理解により、冬季降雪も少ない、温暖・風光明媚な

当地にゴルフ場を開設することとなり、当社が設立されました。

 

昭和38年10月 仙台市南町65小松物産ビルに資本金1,100万円をもって、株式会社表蔵王国際ゴルフクラブ

を設立。

昭和39年８月 １億6,200万円を増資し、設立以降の追加増資額と合計して資本金２億1,000万円となる。

第１次会員募集開始。

昭和40年10月 柴田町に本社移転。18ホール完成オープン。

昭和44年９月 船岡コース（西コース）９ホール増設。

昭和49年８月 東北で初めての日本プロゴルフ選手権大会開催。

昭和52年３月 第２次会員200名募集。

昭和55年11月 第３次会員20名募集。

昭和63年６月 第17回仙台放送クラシックを当コースで開催。

平成元年３月 開場25周年記念縁故会員（法人会員50口）募集。

平成11年６月 開場35周年記念会員300名募集。

平成12年12月 2億9,050万円を増資し、資本金5億50万円となる。

平成14年９月 1億円を増資し、資本金6億50万円となる。

平成20年12月 2,100万円を増資し、資本金6億2,150万円となる。

平成24年12月 3億55万円を増資し、資本金9億2,205万円となる。
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３【事業の内容】

　当社は、単独にてゴルフ場経営を行っています。

 

(1)会社の目的

1)　ゴルフ場の諸施設並びにその経営

2)　観光開発に関する一切の事業

3)　食堂経営並びに運動用具及び用品雑貨の販売並びに煙草小売業

4)　保険代理業

5)　前各号に付帯する一切の業務

 

(2)経営形態

イ．経営組織図

　経営組織の概要は次のとおりであります。
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ロ．具体的な事業内容

　当社の事業はゴルフ場を運営し、これを表蔵王国際ゴルフクラブ会員に利用せしめ、併せてこれに対する観光事業を営

むことを目的としており、現在27ホールを開場運営し、名実共に東北における本格的ゴルフコースであります。

　当社の株主は、当社と別人格である表蔵王国際ゴルフクラブの会員となりますが、同クラブはこの他に当社の役員会で

定めるところの預託金を当社に預託した者と共に構成されております。

　クラブは当会社の諮問に応じ、ゴルフ場の理想的な運営に協力し、当社はその諮問に対する意見を参考として、会員が

円滑なプレーをできるよう協調することになっています。

 

１）会　員 正会員は当社の株主若しくは所定の預託金を当社に預託した者で構成しております。

正会員の他に、家族会員、特別会員の2種があり、休業日を除き何時でもゴルフ場を利用でき

ます。

家族会員は正会員の家族（配偶者又は直系卑族である未成年者1名）で所定の保証金を納入し

た者をいいます。

特別会員は会社の承認又は推薦をもって入会した者をいいます。

 

２）年会費 正会員、家族会員、25,000円

但し、この金額には消費税等が含まれておりません。

 

(3)基本料金（税込）

東南コースセルフ　4バック料金

項目　／　区分 会員
ビジター

平　　　日 土日祝

グリーンフィ －円 2,750円 8,030円

諸　経　費 3,520円 3,520円 3,520円

カートフィ 2,970円 2,970円 2,970円

利用税 950円 950円 950円

計 7,440円 10,190円 15,470円

西西コースセルフ　4バック料金

項目　／　区分 会員
ビジター

平　　　日 土日祝

グリーンフィ －円 1,100円 3,470円

諸　経　費 1,100円 1,100円 1,100円

カートフィ 2,640円 2,640円 2,640円

利用税 470円 470円 470円

計 4,210円 5,310円 7,680円

キャディフィ（東南コースのみ）  

４バッグ 3,850円  

３バッグ 4,400円  

２バッグ 5,280円  

貸しクラブ・シューズ  

貸しクラブ（１セット） 5,000円  

貸しクラブ（単品） 1,000円  

貸しシューズ 2,000円  
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４【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

 

５【従業員の状況】

(1)提出会社の状況

　　　令和６年12月31日現在
 

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（千円）

33(9) 37.0 9.0 3,475

 

（注）１．従業員は就業人員です。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３．従業員数欄の（外書）は、臨時雇用者の平均雇用人数であります。

４．当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する事業を営む単一のセグメントであるため、ゴルフ場全体での従

業員数を記載しております。

 

(2)労働組合の状況

　労働組合は結成されておりません。

 

(3)管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異

　当社は、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成27年法律第64号）」及び「育児休業、介護休業等育

児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（平成3年法律第76号）」の規定による公表義務の対象ではないため、

記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　文中の将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において当社が判断したものです。

(1)会社の経営方針

　当社は、社是（企業ビジョン）に謳われているとおり、ゴルフに関わるサービスを通して、来場者に「安全・快適・満

足」を提供すべく、①高収益体質の構築、②営業力および平日集客の強化、③顧客満足度の高いゴルフ場づくりと人材の

育成を基本方針として、経営を行っております。

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当ゴルフ場を取り巻く外部環境的「脅威」は、令和2年初来からのコロナ禍によるゴルフコンペ自粛・大規模自然災害

（大雨・地震等）・国際紛争により惹起されるエネルギーコスト高、内部環境的「弱み」は、老朽化したクラブハウス・

コース整備機械等の突発的修繕・維持更新費の発生など、枚挙に遑がありません。

　一方、従来より当社の「強み」であった法人筋の大型コンペ取込みは、コロナ自粛により過年度においては機能せず、

逆に新たなゴルフブームの担い手である若年・女性層への訴求やプロモーションなど、リテール（個人客層）戦略の構築

が急務となっております。

　このような外部及び内部的要因を客観的に評価し、不透明感のある将来展望を見通し、営業戦略の再構築・リスタート

に対処するため、当ゴルフ場は、法人筋コンペ幹事様に働きかけて『集める営業』と、新たな顧客層へと働きかけて『集

まる営業』を両輪とするビジネスモデルの確立を確固たるものといたします。

　また、コロナ禍終息とともにゴルフブームも落ち着きつつあり、入場者数も通常モードになりつつあります。今後と

も、皆様に表蔵王国際ゴルフクラブの会員であり続ける悦びをお届けできるよう、真摯に日々の営業に邁進し、業績の改

善に取り組んでいく所存です。
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２【サステナビリティに関する考え方及び取組】

当社のサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(1）ガバナンス

当社は、積極的にサステナビリティへの取組を取り入れ、持続可能な社会を実現するための経営を目指す予定で

あります。この目標に向け、経営基盤の健全性、透明性、ステークホルダーに対する公平性を確保するために取締

役会・監査役会にて管理監督をする予定であります。

 

(2）戦略

当社は、環境への配慮、地域社会への貢献、ゴルフの普及と啓蒙推進をしております。

①環境への配慮

バッテリー乗用カートの積極的導入など、省エネルギーやリサイクルの促進、松くい虫に耐性のある若木植林

などの環境保護に関する取組の推進など、ゴルフ場の環境への負荷を最小限に抑える取組を予定しておりま

す。

②地域社会への貢献

地域コミュニティとの連携、地元イベントへの協力、地元市町民の「冠」がついたゴルフ大会の会場提供など

ゴルフを通じ地域経済の発展に努めております。

また、令和元年5月より柴田町との『災害時における施設利用の協力に関する協定書』を締結し、自然災害時

の地元住民の避難所として施設提供をしております。

③ゴルフの普及と啓蒙

若年層・女性等を対象とした年度会員の募集や、「ジュニア年間パスポート」などの企画により、ゴルフの魅

力を伝える取組を行い、ゴルフの普及と啓蒙に取り組んでおります。また、お客様からの要望を承りサービス

の向上に努めております。

なお、当社は、人材の育成方針及び社内環境整備に関する方針の戦略は策定しておりません。

 

(3）リスク管理

①自然災害リスク

ゴルフ場が地震、洪水、台風などの自然災害にさらされる恐れがある場合、それに対する対策として、適切な

防災計画や緊急時の対応策を持つことが重要であると認識しております。

②事故や怪我のリスク

ゴルフ場でのプレー中や施設利用時における事故や怪我のリスクを考慮し、安全対策を実施しております。

③資産や設備のリスク

ゴルフ場の資産や設備の劣化、故障、盗難などのリスクに対して、適切なメンテナンスや保険の活用、セキュ

リティ対策を行うことが重要であると認識しております。

④競合や市場変化のリスク

ゴルフ業界は競争が激しく、市場環境の変化にも敏感であるため、競合他社の動向や市場トレンドの監視、戦

略の柔軟性や市場対応力の強化が求められることを認識しております。

 

(4）指標及び目標

当社は、具体的な指標及び目標は現在ありません。

また、当社は、人材の育成方針及び社内環境整備に関する方針の指標及び目標は、策定しておりません。
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３【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性

のある事項には、以下のようなものがあります。なお、文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において当

社が判断したものであります。

(1)経営環境について

　当社の事業であるゴルフ事業経営は、景気の変動及び個人消費の動向が入場者数に大きく影響を与えます。直近の景気

動向や個人消費の動向は依然不透明であり、売上額の減少に繋がる恐れがあります。さらに、ここ数年、外資系ゴルフ場

を皮切りに各ゴルフ場が入場者獲得のために安価なプレーを提供しており、業界全体が低価格競争の波にさらされており

ます。その結果、入場者数を維持しても顧客単価の値下げにより減収減益に陥る可能性があります。

(2)天候による影響について

　アウトドアスポーツの特異性で毎年12月から翌年３月は、降雪によるクローズの日が発生し、更には７月から８月は猛

暑による来場者の減少がある等、季節変動の影響が大きい業種であります。

　また、台風、地震、水害など気象状況の激変が要因で、コース施設が予期しない損害を受け多額の修復費が発生する可

能性があります。

(3)個人情報の取扱いについて

　当社は会員等利用者の個人情報を保有しており、その情報の外部漏洩に関しては細心の注意を払っておりますが、万

一、不測の事態に陥った場合には、業績に悪影響を及ぼす場合があります。
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４【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の概要は、以下のとおりであります。

(1)経営成績

　令和２年初来より波状的に襲来するコロナ禍も、令和５年５月からの５類移行により日々の生活・レジャーの場面での

行動制限緩和の流れになってきました。しかしコロナが一応の終息を迎えたとしても、当ゴルフ場は、「社是（企業ビ

ジョン）」に謳われているとおり、エンターテイメントの原点回帰として「安全・快適・満足」を笑顔と挨拶をもって社

員一丸となりお客様に提供してまいりました。

　特に来場者の満足と信頼を勝ち取り、「選ばれるゴルフ場」として他ゴルフ場との差別化を図るため、コースメンテナ

ンスの充実や、ホスピタリティマインドを横溢させたおもてなしのこころで接客サービスに努めてまいりました。

　しかし、アフターコロナにおいては、行動制限の解除に伴って他のレジャーコンテンツとの競争が本格化し、「ゴルフ

一強」時代は終焉し、コロナ禍の時の方が入場者は多かったというパラドックスを託つことになりました。今後は、「平

時」の差別化戦略や、思い切った集客増強策の実施が不可欠と思われます。

　入場者数は、上半期が21,268名（前期比103名減）、下半期が21,454名（前期比907名減）と、当事業年度は、前事業年

度を下回る42,722名（前期比1,010名減）で終了いたしました。売上高は、445,577千円（前期比101.31％）と前期を上回

ることができましたが、国際情勢の不透明感によるエネルギーコスト高騰や、諸式均価高による固定費吸収が叶わず、経

常損失は6,946千円（前期は、経常利益3,036千円）を計上、当期純損失は6,401千円（前期4,107千円）を計上する結果と

なりました。

　なお、営業実績については、下図のとおりであります。

 

営業実績

年度／区分

第61期

(自 令和５年１月１日

至 令和５年12月31日)

第62期

(自 令和６年１月１日

至 令和６年12月31日)

増減（△）

営業日数（日） 358 352 △6

入

場

者

数

会員（人） 12,227 12,333 106

ビジター（人） 31,505 30,389 △1,116

合計（人） 43,732 42,722 △1,010

売

 

上

 

高

営業収入（千円） 384,700 385,226 526

附帯収入（千円） 42,514 38,901 △3,613

名義書換料収入（千円） 12,450 21,450 9,000

合計（千円） 439,664 445,577 5,913

　　(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2)財政状態

①　 資産

　流動資産は、88,073千円(前年同期比4,963千円減)となりました。

　この減少の主な要因は、現金預金が3,650千円減少したことによるものです。

　固定資産は、3,773,552千円(前年同期比15,231千円減)となりました。

　この減少の主な要因は、建物が7,123千円、リース資産が4,408千円、構築物が6,452千円減少したことによるもので

す。

②　 負債

　流動負債は、111,303千円(前年同期比30,141千円増)となりました。

　この増加の主な要因は、災害損失引当金が6,800千円減少したのに対し、短期借入金が30,000千円、未払消費税等が

3,816千円、1年内返済予定長期借入金が3,308千円増加したことによるものです。

　固定負債は、1,598,397千円(前年同期比43,934千円減)となりました。

　この減少の主な要因は、会員預り金が32,700千円、長期借入金が9,452千円減少したことによるものです。

③　 純資産

　純資産は、2,151,924千円(前年同期比6,401千円減)となりました。

　これは、当期純損失6,401千円の計上によるものです。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度に比べ3,650千円減少し、61,623千円

となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度における営業活動による資金の増加は、18,691千円(前事業年度は30,983千円の増加)となりました。

　これは主に、会員預り金消滅益11,560千円、税引前当期純損失7,965千円、災害損失引当金の減少額6,800千円の減少要

因に対し、減価償却費35,385千円、未払消費税等の増減額5,272千円の増加要因によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度における投資活動による資金の減少は、3,706千円(前事業年度は40,075千円の増加)となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出3,696千円の減少要因によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度における財務活動による資金の減少は、18,635千円(前事業年度は76,804千円の減少)となりました。

　これは主に、短期借入金の増加額30,000千円の増加要因に対し、リース債務の返済による支出21,351千円、会員預り金

の返還による支出21,140千円の減少要因によるものです。

 

(4)資本の財源及び資金の流動性に関する情報

　当社の運転資金需要のうち主なものは、会社運営に係る外注費のための費用であります。投資を目的とした資金需要

は、施設維持のための設備投資によるものであります。

　運転資金は自己資金を基本としており、設備投資や長期運転資金の調達につきましては、金融機関からの長期借入金及

びリース債務による調達を基本としております。当会計期間末における借入金及びリース債務を含む有利子負債の残高

は、158,318千円となっております。
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(5)重要な会計上の見積り及び当該見積りを用いた仮定

　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。この財務

諸表の作成にあたって必要と思われる見積りは、合理的な基準に基づいて実施しております。実際の結果は、見積り特有

の不確実性があるため、これらの見積りと異なる場合があります。

　財務諸表の作成にあたって用いた会計上の見積り及び仮定のうち、重要なものは「第５　経理の状況　２　財務諸表

等　（1）財務諸表　注記事項（重要な会計上の見積り）」に記載しております。
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５【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

６【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当事業年度中における設備投資の主なものは次のとおりです。

（1）リース資産（有形）　　自動フロントシステム　 2台　　　　　　　6,396千円

（2）リース資産（有形）　　ビジネスフォン　　　　 1式　　　　　　　3,192千円

（3）リース資産（有形）　　焼砂コンベアチェーン　 1式　　　　　　　2,778千円

 

　上記の設備につきましては、所有権移転外ファイナンス・リースにより取得しております。

 

 

２【主要な設備の状況】

　当社における主要な設備は、以下のとおりであります。

 

(1)コースの概要

ア 所　在　地 宮城県柴田郡柴田町

イ 交　　　通 自動車 仙台市内より 60分

   福島市内より 70分

   仙台空港より 40分

  電　車 東北本線、槻木駅又は船岡駅下車　 タクシー10分

ウ 地　　　形 当ゴルフ場は阿武隈川の支流、白石川に沿った台地で気候は温暖、冬期の

降雪も少なく、東に仙台湾、西に蔵王連峰を望む雄大な眺望と広大な敷地

を有しております。

 規　　　模 敷地1,555,054㎡（実測推定値）コース27ホールズ、延長9,421ヤード、

パー108。

（東コース）

HOLE １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ SUBTOTAL

LENGTH 422 371 328 515 402 192 488 198 363 3,279ヤード

PAR 4 4 4 5 4 3 5 3 4 36

（南コース）

HOLE １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ SUBTOTAL

LENGTH 177 396 521 376 312 555 447 133 383 3,300ヤード

PAR 3 4 5 4 4 5 4 3 4 36

（西コース）

HOLE １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ SUBTOTAL TOTAL

LENGTH 297 345 192 336 505 208 155 512 292 2,842ヤード 9,421ヤード

PAR 4 4 3 4 5 4 3 5 4 36 108
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(2)主な設備の状況

（単位:千円）

名　称 内　 容 帳簿価額 摘　 要

ゴルフコース 27ホールズ 772,146 面積　956,628.9　㎡

建物

クラブハウス、コース管理棟、ロッヂ、厚生棟、

東屋、目土小屋、給排水・電気・ガス設備、その

他

131,960

面積 クラブハウス 3,429㎡

 ロッヂ他　698㎡

構築物
舗装道路、用水タンク、庭園、駐車場等外構工

事、給排水設備、金網設備、その他
43,267

 

機械及び装置 コース用機械、その他 387  

車両運搬具 タンク車、乗用車、その他 0  

工具、器具及び

備品
ロッカー、ハウス家具、その他 2,398

 

リース資産
オート・カート、ナビシステム、コース整備用機

具、その他
47,795

（注）

土地 山林、原野、宅地、池沼、その他 2,744,739 面積　598,425.53　㎡

計 3,742,694  

（注）無形リース資産を含んでおり、その帳簿価額は、88千円であります。

 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

　設備の老朽化に伴い、毎年順次入れ換え及び改修を行う予定であります。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 118,100

計 118,100

 

②【発行済株式】

種 類
事業年度末現在
発行数（株）

(令和６年12月31日)

提出日現在
発行数（株）

(令和７年３月28日)

上場金融証券取引所名又

は登録認可金融商品取引

業協会名

内　容

普通株式 68,585 同　　左 非上場・非登録 ―

計 68,585 同　　左 ― ―

　（注）発行済株式は、全て議決権を有しております。

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はありません。

 

②【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

 

③【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

   

年 月 日

発行済株式

総数増減数

（株）

発行済株式

総数残高

（株）

資本金

増減額

（千円）

資本金

残高

（千円）

資本準備金

増減額

（千円）

資本準備金

残高

（千円）

平成26年 3月31日
　（注1）

－ 68,585 － 922,050 △300,550 －

 

（注）１．平成26年 3月24日開催の定時株主総会において、欠損填補により資本準備金を減少することを決議し、

効力発生日である平成26年 3月31日に手続きを行っております。
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(5)【所有者別状況】

令和６年12月31日現在
 

区分

株式の状況（１単元の株式数１株） 単元未満

株式の状況

（株）
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他
の法人

外国法人等 個人
その他

計
個人以外 個人

株主数

（人）
1 4 － 89 － － 1,540 1,634 －

所有株式数

（単元）
60 640 － 21,350 － － 46,535 68,585  

所有株式数

の割合(％)
0.1 0.9 － 31.1 － － 67.9 100.0 －

 

 

 

(6)【大株主の状況】

   令和６年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己株式を

除く。）の総数に対する

所有株式数の割合（％）

株式会社バイタルネット 宮城県仙台市青葉区大手町１番１号 1,560 2.27

株式会社安藤・間東北支店 東京都港区赤坂六丁目１番20号 1,290 1.88

庄司　美知子 宮城県仙台市 1,120 1.63

アイリスオーヤマ株式会社 宮城県仙台市青葉区五橋二丁目12番1号 1,070 1.56

鈴木　賢 宮城県仙台市 1,020 1.49

第一三共株式会社 東京都中央区日本橋本町三丁目５番１号 1,020 1.49

本多　三學 宮城県柴田郡柴田町 1,020 1.49

アステラス製薬株式会社 東京都中央区日本橋本町二丁目５番１号 1,000 1.46

日本新薬株式会社 京都府京都市南区吉祥院西ノ庄門口町14 1,000 1.46

セルコホーム株式会社 宮城県仙台市青葉区上杉二丁目１番14号 860 1.25

 計 10,960 15.98
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和６年12月31日現在
 

区　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内 容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 68,585 68,585 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 68,585 ― ―

総株主の議決権 ― 68,585 ―

 

②【自己株式等】

令和６年12月31日現在
 

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数(株)

他人名義所有

株式数(株)

所有株式数の

合計(株)

発行済株式総数に対する

所有株式数の割合(%)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【自己株式の取得等の状況】

　　　【株式の種類等】

　　　　該当事項はありません。

 

(1)【株主総会決議による取得の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(2)【取締役会決議による取得の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3)【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(4)【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

　　　該当事項はありません。

 

３【配当政策】

　当社は、期末の年一回において、配当をすることとし、この決定機関は株主総会であります。配当の基準日は毎年12月

31日としており、基準日を定めて配当をすることの旨を定款に定めております。なお、当社は基本方針として配当をしな

いことにしております。これは株主が会員であるために、会員に対する利益還元として、より快適なクラブライフを提供

するという理念の下に、会員を最優先とした運営を行っているためであります。従いまして、配当は実施せず内部留保に

努め、より良いコース作りや維持管理、施設の充実等有効な投資を図ってまいります。
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４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1)【コーポレート・ガバナンスの概要】

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　当社は、株主及び預託金会員制のゴルフ場であります。会員並びに会員が同伴又は紹介したゲストにプレーを楽しんで

いただくため最適なゴルフ場環境を提供することを目指し、且つ、経営の効率性及び透明性を保ちながら、役員・従業員

が結束して経営にあたっております。

　取締役会は年間５回、理事会は年間５回開催し、経営課題に対し審議を行い意思決定の迅速化を図っております。

 

　①会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等

a.　会社の機関の基本説明

　当社は、会社法に基づく会社の機関として「株主総会」「取締役会」「監査役会」「会計監査人」で構成されてお

ります。

　「取締役会」は、取締役11名（令和７年３月28日現在）で構成されており、経営の基本方針、法令で定められた事

項及びその他経営に関する重要な事項を審議し、意思決定の上業務執行を行っております。また、当社の取締役は20

名以内とする旨を定款で定めており、取締役の選任決議は、議決権のある発行済株式の総数の３分の１以上に当たる

株式を有する株主が出席し、その議決権の過半数の決議によって行う旨を定款で定めております。

　「監査役会」は、常勤監査役１名と社外監査役３名（令和７年３月28日現在）で構成されており、会社の業務及び

財産の状況や取締役の業務執行の監視及び検証を行っております。また、当社の監査役は５名以内とする旨を定款で

定めており、監査役の選任決議は、議決権のある発行済株式の総数の３分の１以上に当たる株式を有する株主が出席

し、その議決権の過半数の決議によって行う旨を定款で定めております。

b.　会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

　取締役会は年５回開催し、来場者の状況、ゴルフ場業界の動向、財務・人事の現況、新規顧客の開拓、内部管理体

制の整備状況等「極め細かな」分析と戦略策定を行っております。

　経理部門は、各部門における事業活動が関係諸法令、内部規程及び当社経営方針に沿って行われているかを監視、

検証し、コンプライアンスの遵守及び事業活動の健全性と財務報告の信頼性の確保に努めております。

c.　リスク管理体制の整備の状況

　当社を取り巻く様々な経営リスクを把握し迅速に対応するため、社内インフラ等を活用することにより随時状況の

把握を行っております。また、必要に応じて取締役会及び監査役会を随時招集できる体制を整備しており、専門的立

場から意見を求める必要がある場合には、弁護士、公認会計士等の外部機関の適切な助言や指導を受けております。

 

　②役員報酬の内容

　役員報酬　　取締役、監査役全員　　無報酬

 

　③株主総会の特別決議要件

　当社は、株主総会の決議の方法について、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法第309条第２項に定める決議

は、議決権を行使することができる株主の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行

う旨を定款で定めております。
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④取締役会の活動状況

　当社は、取締役会を３ヶ月に１回開催するほか、必要に応じて随時開催します。当事業年度においては、５回開催し

ております。

　個々の取締役の出席状況については、次のとおりであります。

氏　名 開催回数 出席回数

鈴木　賢 ５ ４

大川　輝巳 ５ ２

新本　恭雄 ５ １

大友　隆雄 ５ ４

橋本　直行 ５ ５

内藤　茂美 ５ ５

工藤　和浩 ５ ５

笹川　敏幸 ５ ５

大沼　邦彦 ５ ５
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(2)【役員の状況】

①役員一覧

男性12名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有

株式数

(株)

取締役

社長

代表

取締役
鈴木　賢 昭和23年６月11日

平成６年４月

平成13年１月

平成27年１月

平成27年６月

サンエス(株)代表取締役

(株)バイタルネット代表取締役社長

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ代表取締役(現任)

(株)バイタルネット代表取締役会長(現任)

注3 1,020

取締役  大川　輝己 昭和18年２月18日

昭和50年８月

平成18年３月

令和３年６月

(株)キタセキ代表取締役社長

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ取締役(現任)

(株)キタセキ取締役会長(現任）

注3 520

取締役  新本　恭雄 昭和25年３月３日

平成11年７月

平成15年３月

平成24年３月

令和３年６月

セルコホーム(株)代表取締役社長

表蔵王国際ゴルフクラブ理事

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ取締役(現任)

セルコホーム(株)代表取締役会長（現任）

注3 500

取締役  大友　隆雄 昭和27年２月４日
平成９年６月

平成30年３月

(株)グリーンランド代表取締役社長(現任)

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ取締役(現任)
注3 20

取締役  橋本　直行 昭和31年10月22日

平成23年６月

平成29年４月

平成30年３月

(株)杜の都取締役支配人

(株)表蔵王国際ゴルフクラブキャディマスター室長

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ取締役業務部長(現任)

注3 100

取締役  内藤　茂美 昭和34年５月27日

平成17年７月

平成21年７月

平成23年７月

平成27年６月

令和３年３月

(株)バイタルネット執行役員総務部長

　　　同　　　　　執行役員営業統括部長

　　　同　　　　　執行役員経営企画室長

　　　同　　　　　取締役管理本部長(現任)

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ取締役(現任)

注3 20

取締役  工藤　和浩 昭和35年６月25日

平成22年６月

平成26年６月

令和１年７月

令和３年３月

(株)七十七銀行 資金証券部長

　　　同　　　 執行役員古川支店長

公立大学法人宮城大学常任理事(現任)

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ取締役(現任)

注3 －

取締役  笹川　敏幸 昭和40年５月８日

平成25年３月

平成27年３月

平成31年３月

令和３年３月

(株)七十七銀行 南光台支店長

　　　同　　　 審査部審査役

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ支配人

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ取締役支配人(現任)

注3 100

取締役  大沼　邦彦 昭和38年９月18日
令和２年９月

令和４年３月

(株)サカモト　取締役副社長(現任)

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ取締役(現任)
注3 20

取締役  新本　起也 昭和51年4月28日
令和4年4月

令和5年6月

陽光ビルサービス㈱　代表取締役社長（現任）

セルコホーム㈱　社外取締役（現任）
注3 100

取締役  桜井　康博 昭和45年10月13日

平成18年11月

令和2年1月

令和2年1月

新日本監査法人　入所

桜井公認会計士・税理士事務所　代表（現任）

㈱エス・ビジネスサポート　代表取締役（現任）

注3 －

監査役 常勤 岡部　恒夫 昭和９年12月25日
平成８年４月

平成14年９月

新成エステート(株)常務取締役

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ監査役(現任)
注4 20

監査役  阿部　勘九郎 昭和22年８月３日

平成元年９月

平成12年10月

平成15年３月

平成29年５月

(有)東日本 代表取締役(現任)

阿部勘酒造店 代表

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ監査役(現任)

阿部勘酒造（株） 代表取締役（現任）

注4 520

監査役  升　謙一 昭和25年２月３日
平成11年９月

平成24年３月

マスヤ・スチール工業(株)(現(株)マスヤ）代表取締役

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ監査役(現任)
注4 150

監査役  菅井　賢一 昭和54年８月22日

平成16年11月

平成19年７月

平成28年７月

令和６年３月

中央青山監査法人 入所

新日本監査法人 入所

すがい公認会計士事務所　代表（現任）

(株)表蔵王国際ゴルフクラブ監査役（現任）

注4 －

計  3,090

注1．　　取締役　大川輝己氏、新本恭雄氏、大友隆雄氏、内藤茂美氏、工藤和浩氏、大沼邦彦氏、新本起也氏、桜井

康博氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。

注2．　　監査役　阿部勘九郎氏、升謙一氏、菅井賢一氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

注3．　　取締役の任期は、令和７年３月28日開催の定時株主総会の終結の時から１年間であります。

注4．　　監査役の任期は、令和６年３月28日開催の定時株主総会の終結の時から４年間であります。

 

 

　②社外取締役及び社外監査役との関係
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　社外取締役につきましては、大川輝己氏が520株、新本恭雄氏が500株、大友隆雄氏が20株、内藤茂美氏が20株、大

沼邦彦氏が20株及び新本起也氏が100株、当社の株式を所有しております。

　社外監査役につきましては、阿部勘九郎氏が520株及び升謙一氏が150株当社の株式を所有しております。
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(3)【監査の状況】

①監査役監査の状況

　当社における監査役監査は、各監査役が、監査役会が定めた監査の方針、業務の分担等に従い、取締役会への出席や

業務、財務の状況の調査等を通じ、取締役会の職務遂行の監視および検証を行っております。また、会計監査人と必要

に応じて情報交換を行うなど連携を密にし、効率的な監査役監査を実施するよう努めております。

　当事業年度において当社は監査役会を年5回開催しており、個々の監査役の出席状況については次のとおりでありま

す。

氏名 開催回数 出席回数

岡部　恒夫 ５ ５

阿部　勘九郎 ５ －

升　謙一 ５ ３

菅井　賢一 ４ ４

　監査役会における主な検討事項として、会社の内部統制に関する評価や感染症対策の実施状況などについて意見交換

を行っております。

　また、常勤の監査役の活動として、取締役会、その他重要な会議への出席のほか、中間期及び決算期の監査の実施、

監査役会の招集、監査報告書の作成、株主総会への出席と監査報告等を行っております。

 

②内部監査の状況

　当社は、特に内部監査組織を設けておりませんが、支配人が業務全般にわたり管理監督を行っております。

 

③会計監査の状況

a.　会計監査人の氏名

　　　矢川　昌宏

　　　及川　寛史

b.　継続監査期間

　　　矢川　昌宏　　1999年以降

　　　及川　寛史　　2008年以降

c.　監査業務に係る補助者の構成

　当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士２名、公認会計士試験合格者１名、その他２名であります。

d.　監査証明の審査体制

　監査証明の審査体制については、外部の独立した公認会計士が担当しており、監査意見の表明に先立って審査を受

けることにより、監査意見が監査基準等に準拠して適切に形成されていることを確認しております。

e.　会計監査人の選定方針と理由

　会計監査人の選定にあたり、監査役会は、会計監査人としての専門性、経験、職務遂行能力などを総合的に検討

し、独立性、監査実施体制において問題がないため、当社の会計監査人として適任であると判断しております。

f.　監査役及び監査役会による会計監査人の評価

　監査役及び監査役会は、会計監査人矢川昌宏氏及び及川寛史氏の監査方法及び結果は相当であると評価し、特に問

題となる点はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　表蔵王国際ゴルフクラブ(E04658)

有価証券報告書

23/59



④監査報酬の内容等

a.　監査公認会計士等に対する報酬

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

2,400 － 2,400 －

 

b.　監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬

　該当事項はありません。

c.その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

　該当事項はありません。

d.　監査報酬の決定方針

　当社は、公認会計士等に対する監査報酬の決定方針等を特に定めておりません。

e.　監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

　監査役会は、取締役会が提案した会計監査人に対する報酬等に対して、監査計画における監査時間及び監査報酬の

推移並びに過年度の監査計画と実績の状況などを確認し、報酬額の見積りの妥当性を検討した結果、会計監査人の報

酬等の金額について同意の判断を行っております。
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(4)【役員の報酬等】

　当社は、非上場会社でありますので、記載すべき事項はありません。

　なお、役員報酬の内容につきましては、「４　コーポレート・ガバナンスの状況等　（１）コーポレート・ガバナ

ンスの概要」に記載しております。

 

(5)【株式の保有状況】

　当社は、非上場会社でありますので、記載すべき事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について

　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財務諸

表等規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（令和６年１月１日から令和６年12月31日ま

で）の財務諸表について、YAC公認会計士共同事務所の公認会計士矢川昌宏氏、及川寛史公認会計士事務所の公認会計士

及川寛史氏により監査を受けております。

 

３．連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

 

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

　当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っておりません。
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１【財務諸表等】

(1)【財務諸表】

①【貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(令和５年12月31日)
当事業年度

(令和６年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 65,274 61,623

売掛金 16,895 16,649

商品 3,125 3,412

貯蔵品 5,936 5,569

前払費用 427 90

未収入金 677 708

未収還付法人税等 676 －

その他 23 18

流動資産合計 93,036 88,073

固定資産   

有形固定資産   

建物 905,640 905,640

減価償却累計額 △766,556 △773,679

建物（純額） ※１ 139,084 ※１ 131,960

構築物 779,858 780,277

減価償却累計額 △730,139 △737,010

構築物（純額） ※１ 49,719 ※１ 43,267

機械及び装置 93,731 93,731

減価償却累計額 △92,919 △93,343

機械及び装置（純額） 811 387

車両運搬具 23,988 23,988

減価償却累計額 △23,988 △23,988

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 70,751 70,751

減価償却累計額 △67,881 △68,352

工具、器具及び備品（純額） 2,869 2,398

コース勘定 ※１ 771,601 ※１ 772,146

土地 ※１,※２ 2,744,739 ※１,※２ 2,744,739

リース資産 176,450 189,711

減価償却累計額 △124,335 △142,005

リース資産（純額） 52,115 47,706

その他の設備 － 1,822

有形固定資産合計 3,760,941 3,744,428

無形固定資産   

ソフトウエア 317 251

リース資産 1,150 88

無形固定資産合計 1,468 340

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

出資金 212 222

敷金及び保証金 110 110

長期未収入金 48,215 50,081

繰延税金資産 9,948 11,816

その他 94 94

貸倒引当金 △32,205 △33,539

投資その他の資産合計 26,374 28,784

固定資産合計 3,788,783 3,773,552

資産合計 3,881,820 3,861,625
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(令和５年12月31日)
当事業年度

(令和６年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,542 1,804

短期借入金 － ※１ 30,000

１年内返済予定長期借入金 ※１ 6,144 ※１ 9,452

リース債務 19,609 16,055

未払金 29,150 31,022

未払法人税等 3,108 3,340

未払消費税等 2,051 5,867

前受金 6,872 6,284

預り金 5,221 6,700

賞与引当金 650 700

災害損失引当金 6,800 －

その他 11 77

流動負債合計 81,161 111,303

固定負債   

長期借入金 ※１ 75,090 ※１ 65,638

リース債務 38,958 37,173

会員預り金 749,800 717,100

退職給付引当金 18,331 18,323

資産除去債務 593 604

再評価に係る繰延税金負債 759,559 759,559

固定負債合計 1,642,332 1,598,397

負債合計 1,723,493 1,709,701

純資産の部   

株主資本   

資本金 922,050 922,050

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △532,321 △538,722

利益剰余金合計 △532,321 △538,722

株主資本合計 389,728 383,327

評価・換算差額等   

土地再評価差額金 ※２ 1,768,597 ※２ 1,768,597

評価・換算差額等合計 1,768,597 1,768,597

純資産合計 2,158,326 2,151,924

負債純資産合計 3,881,820 3,861,625
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②【損益計算書】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(自　令和５年１月１日
　至　令和５年12月31日)

当事業年度
(自　令和６年１月１日
　至　令和６年12月31日)

売上高 439,664 445,577

売上原価   

商品期首棚卸高 2,998 3,125

当期商品仕入高 10,594 12,524

合計 13,593 15,649

商品期末棚卸高 3,125 3,412

商品売上原価 10,468 12,237

売上総利益 429,196 433,340

販売費及び一般管理費 ※１ 438,503 ※１ 456,363

営業損失（△） △9,307 △23,022

営業外収益   

受取利息 1 6

会員預り金消滅益 7,961 11,560

会員権売却益 1,010 2,125

コース使用料収入 1,818 98

受取事務手数料 － 1,500

受取保険金 483 433

雑収入 2,265 2,021

営業外収益合計 13,540 17,745

営業外費用   

支払利息 1,126 1,471

雑損失 69 198

営業外費用合計 1,196 1,669

経常利益又は経常損失（△） 3,036 △6,946

特別損失   

固定資産除却損 60 518

災害による損失 300 －

災害損失引当金繰入額 6,800 500

投資有価証券評価損 49 －

特別損失合計 7,210 1,018

税引前当期純損失（△） △4,173 △7,965

法人税、住民税及び事業税 450 304

法人税等調整額 △516 △1,867

法人税等合計 △66 △1,563

当期純損失（△） △4,107 △6,401
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）

   （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

利益剰余金

株主資本合計 その他利益剰余金
利益剰余金合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 922,050 △528,213 △528,213 393,836

当期変動額     

当期純損失（△）  △4,107 △4,107 △4,107

当期変動額合計 － △4,107 △4,107 △4,107

当期末残高 922,050 △532,321 △532,321 389,728

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

土地再評価差額
金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 1,768,597 1,768,597 2,162,433

当期変動額    

当期純損失（△）   △4,107

当期変動額合計 － － △4,107

当期末残高 1,768,597 1,768,597 2,158,326

 

当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）

   （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

利益剰余金

株主資本合計 その他利益剰余金
利益剰余金合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 922,050 △532,321 △532,321 389,728

当期変動額     

当期純損失（△）  △6,401 △6,401 △6,401

当期変動額合計 － △6,401 △6,401 △6,401

当期末残高 922,050 △538,722 △538,722 383,327

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

土地再評価差額
金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 1,768,597 1,768,597 2,158,326

当期変動額    

当期純損失（△）   △6,401

当期変動額合計 － － △6,401

当期末残高 1,768,597 1,768,597 2,151,924
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(自　令和５年１月１日
　至　令和５年12月31日)

当事業年度
(自　令和６年１月１日
　至　令和６年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純損失（△） △4,173 △7,965

減価償却費 36,379 35,385

固定資産除却損 60 518

災害による損失 300 －

投資有価証券評価損益（△は益） 49 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,286 1,333

賞与引当金の増減額（△は減少） 50 50

災害損失引当金の増減額（△は減少） 6,800 500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,115 △8

受取利息及び受取配当金 △1 △6

支払利息 1,126 1,471

会員預り金消滅益 △7,961 △11,560

売上債権の増減額（△は増加） △1,028 246

棚卸資産の増減額（△は増加） △780 80

長期未収入金の増減額（△は増加） △703 △1,865

仕入債務の増減額（△は減少） △127 261

未払金の増減額（△は減少） 434 1,871

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,303 5,272

未払事業税の増減額（△は減少） △378 50

その他の流動資産の増減額（△は増加） 16 374

その他の流動負債の増減額（△は減少） 4,275 956

小計 35,435 26,967

利息及び配当金の受取額 1 6

利息の支払額 △1,115 △1,534

災害による損失の支払額 △300 △7,300

法人税等の支払額 △3,037 552

営業活動によるキャッシュ・フロー 30,983 18,691

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,640 △3,696

無形固定資産の取得による支出 △328 －

出資金の払込による支出 － △10

定期預金の払戻による収入 42,044 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 40,075 △3,706

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 30,000

長期借入金の返済による支出 △6,144 △6,144

リース債務の返済による支出 △22,421 △21,351

会員預り金の返還による支出 △48,238 △21,140

財務活動によるキャッシュ・フロー △76,804 △18,635

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,745 △3,650

現金及び現金同等物の期首残高 71,019 65,274

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 65,274 ※１ 61,623
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．棚卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用しております。

　（1）商品

　最終仕入原価法

　（2）貯蔵品

　最終仕入原価法

 

　２．固定資産の減価償却の方法

　(1)有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法によっております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成

28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　建物　　　　　　　　　６～50年

　構築物　　　　　　　　３～40年

　機械及び装置　　　　　５～17年

　車両運搬具　　　　　　２～６年

　工具、器具及び備品　　３～20年

(2)無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法によっております。

　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

(3)リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリース資産は、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

 

　３．引当金の計上基準

　(1)貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては、個別に債権の回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2)賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の内、当事業年度に負担すべき金額を計上しております。

(3)退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

 

　４．収益及び費用の計上基準

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通

常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。

　①ゴルフ場売上高

　主にゴルフ場の提供によるプレー代金を受け取っております。ゴルフプレー料は、ゴルフプレー提供時点において

履行義務が充足されると判断しており、当該ゴルフプレーを提供した時点で収益を認識しております。

　②売店売上高

　売店において物品の販売を行い、その代金を受け取っております。売店売上高については、物品の販売を行った時

点で収益を認識しております。
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　③食堂売上高

　レストランにおいて食事の提供を行い、その代金を受け取っております。食堂売上高については、食事の提供を

行った時点で収益を認識しております。

　④年会費収入

　会員から年会費を受け取っております。年会費の受取に対するサービスの提供については、契約期間にわたり均一

のサービスを提供するものであるため、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断し、役務を提供する期間にわ

たり収益を認識しております。

　⑤ロッカー料収入

　会員からロッカー料を受け取っております。ロッカーの貸与に対するサービスの提供については、契約期間にわた

り均一のサービスを提供するものであるため、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断し、役務を提供する期

間にわたり収益を認識しております。

　⑥名義書換料収入

　会員権の売買が行われた場合など、会員権の名義やその登録者に変更がある場合、名義書換料を受け取っておりま

す。名義書換料については、名義書換が完了した時点で履行義務を充足するものと判断し、名義書換が完了した時点

で収益を認識しております。

 

　５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わな

い取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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（重要な会計上の見積り）

　繰延税金資産の回収可能性

　(1)当事業年度の財務諸表に計上した金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 当事業年度

繰延税金資産 11,816

 

　(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　　①算出方法

　事業計画により見積られた将来の課税所得に基づき、繰延税金資産を計上しております。

　　②主要な仮定

当社では、繰延税金資産の回収可能性について、財務諸表作成時において入手可能な情報に基づき実施し

ております。

　　③翌事業年度の財務諸表に与える影響等

課税所得が生じる時期及び金額は、将来の不確実な経済状況の変動によって影響を受ける可能性があり、

実際に生じた時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度以降の財務諸表において繰延税金資産を認

識する金額に重要な影響を与える可能性があります。

 

 

（未適用の会計基準等）

(リースに関する会計基準等)

・「リースに関する会計基準」（企業会計基準第34号　2024年９月13日　企業会計基準委員会）

・「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第33号　2024年９月13日　企業会計基準委員

会）等

 

(1)概要

　企業会計基準委員会において、日本基準を国際的に整合性のあるものとする取組みの一環として、借手の全て

のリースについて資産及び負債を認識するリースに関する会計基準の開発に向けて、国際的な会計基準を踏まえ

た検討が行われ、基本的な方針として、IFRS第16号の単一の会計処理モデルを基礎とするものの、IFRS第16号の

全ての定めを採り入れるのではなく、主要な定めのみを採り入れることにより、簡素で利便性が高く、かつ、

IFRS第16号の定めを個別財務諸表に用いても、基本的に修正が不要となることを目指したリース会計基準等が公

表されました。

　借手の会計処理として、借手のリースの費用配分の方法については、IFRS第16号と同様に、リースがファイナ

ンス・リースであるかオペレーティング・リースであるかにかかわらず、全てのリースについて使用権資産に係

る減価償却費及びリース負債に係る利息相当額を計上する単一の会計処理モデルが適用されます。

 

(2)適用予定日

　2028年12月期の期首から適用予定であります。

 

(3)当該会計基準等の適用による影響

　「リースに関する会計基準」等の適用による財務諸表に与える影響額については、現時点で評価中でありま

す。
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（貸借対照表関係）

※１　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産及び担保付債務は次のとおりであります。

 前事業年度
（令和５年12月31日）

当事業年度
（令和６年12月31日）

　建物 139,084 千円 131,960 千円
　構築物 49,719 〃 43,267 〃
　コース勘定 771,601 〃 772,146 〃
　土地 2,744,739 〃 2,744,739 〃

計 3,705,144 〃 3,692,113 〃
　短期借入金 － 〃 20,000 〃
　1年内返済予定長期借入金 2,424 〃 2,424 〃
　長期借入金 3,870 〃 1,446 〃

計 6,294 〃 23,870 〃

 

※２　当社は、土地の再評価に関する法律（平成10年3月31日公布法律第34号）及び土地の再評価に関する法律の一部を

改正する法律（平成11年3月31日改正）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、土地再評価差額金を純資産の部に

計上しております。

再評価の方法…　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年3月31日公布政令第119号）第２条３号に定める方法

に基づき算出しております。

　　　再評価を行った年月日…　平成12年12月31日

　なお、同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時価の合計額は、当該事業用土地

の再評価後の帳簿価額の合計額を下回っていないため差額を記載しておりません。
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（損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 
前事業年度

（自　令和５年 1月 1日
　　至　令和５年12月31日）

当事業年度
（自　令和６年 1月 1日

　　至　令和６年12月31日）
給料手当 117,159　千円 118,820　千円
賞与引当金繰入額 7,850　〃 8,380　〃
法定福利費 21,565　〃 22,521　〃
退職給付費用 2,535　〃 1,576　〃
水道光熱費 34,758　〃 38,150　〃
租税公課 31,403　〃 32,034　〃
肥料農薬費 14,521　〃 18,047　〃
減価償却費 36,379　〃 35,385　〃
業務委託費 58,628　〃 65,880　〃
貸倒引当金繰入額 2,286　〃 1,333　〃

 
　販売費に属する費用のおおよその割合 3.1 ％ 2.8 ％

　一般管理費に属する費用のおおよその割合 96.9 〃 97.2 〃
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（株主資本等変動計算書関係）

　　前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首

株式数（株）

当事業年度

増加株式数（株）

当事業年度

減少株式数（株）

当事業年度末

株式数（株）

発行済株式

普通株式

 

68,585

 

－

 

－

 

68,585

合　計 68,585 － － 68,585

２．自己株式の種類及び総数に関する事項

　　該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　　該当事項はありません。

 

　　当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首

株式数（株）

当事業年度

増加株式数（株）

当事業年度

減少株式数（株）

当事業年度末

株式数（株）

発行済株式

普通株式

 

68,585

 

－

 

－

 

68,585

合　計 68,585 － － 68,585

２．自己株式の種類及び総数に関する事項

　　該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　　該当事項はありません。

 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 前事業年度
（自　令和５年 1月 1日
至　令和５年12月31日）

当事業年度
（自　令和６年 1月 1日
至　令和６年12月31日）

　現金及び預金勘定 65,274 千円 61,623 千円
　現金及び現金同等物 65,274 〃 61,623 〃

 

（注）重要な非資金取引の内容

 前事業年度
（自　令和５年 1月 1日
至　令和５年12月31日）

当事業年度
（自　令和６年 1月 1日
至　令和６年12月31日）

　ファイナンス・リース取引に係る資産及び債
務の額

37,938 千円 14,556 千円
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（リース取引関係）

１．ファイナンス・リース取引

　(1)所有権移転ファイナンス・リース取引

　　　　該当事項はありません。

　(2)所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　①リース資産の内容

（イ）有形固定資産

　主として、ゴルフカート（車両運搬具）、ナビシステム（工具、器具及び備品）、コース整備用機具（機械

装置）であります。

（ロ）無形固定資産

　　　　　ソフトウエアであります。

　　②リース資産の減価償却の方法

　重要な会計方針「２.固定資産の減価償却の方法（３）」に記載のとおりであります。

 

２．オペレーティング・リース取引

　　該当事項はありません。

 

 

（金融商品関係）

1.　金融商品の状況に関する事項

　（1）金融商品に対する取組方針

　当社は、主にゴルフ場の運営を行うための設備投資計画に照らして、銀行借入やリース契約により必要な資金を調

達しております。また、一時的な余剰資金はリスクの僅少な預金等に限定して運用し、投機的な取引は行わない方針

であります。

 

　（2）金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である売掛金は、クレジット会社への債権及びゴルフ会員のプレー代等の債権であり、顧客の信用リスク

に晒されております。

　未収入金は、ゴルフ会員の年会費に係る債権であり、顧客の信用リスクに晒されております。

　営業債務である買掛金及び未払金は、支払期日が1年以内となっており、流動性リスクに晒されております。

　未払法人税等及び未払消費税等は、その全てが2ヶ月以内に納付期限が到来するものであり、流動性リスクに晒さ

れております。

　借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたもので

あり、流動性リスクに晒されております。

　会員預り金は、ゴルフ会員権に付随する債務であり、規約に基づきゴルフ会員に返済する義務が発生し、流動性リ

スクに晒されております。

 

　（3）金融商品に係るリスク管理体制

　　　①　信用リスクの管理

　売掛金は、ゴルフ会員のプレー代であり、そのほとんどがクレジットによる支払であるため、１ヶ月以内には回

収可能なものであります。従って、ゴルフ会員の信用リスクを伴うものは少額でありますが、取引相手ごとに期日

管理及び残高管理を行うことにより、回収懸念の軽減を図っております。

　未収入金は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うことにより、回収懸念の軽減を図っております。

EDINET提出書類

株式会社　表蔵王国際ゴルフクラブ(E04658)

有価証券報告書

38/59



　　　②　流動性リスクの管理

　資金調達に係る流動性リスクについては、適時に資金繰り計画を作成するなどの方法により管理しております。

 

　（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれて

おります。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当

該価額が変動することもあります。
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2.　金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 

前事業年度（令和５年12月31日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

（資産）

（1）長期未収入金

　　　貸倒引当金

 

48,215

△32,205

 

 

 

 

16,009 16,009 －

資産　計 16,009 16,009 －

(負債)

（1）長期借入金（※1）

（2）リース債務（※2）

（3）会員預り金

 

81,234

58,567

749,800

 

80,754

56,817

749,800

 

△479

△1,750

－

負債　計 889,601 887,371 △2,229

 

当事業年度（令和６年12月31日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

（資産）

（1）長期未収入金

　　　貸倒引当金

 

50,081

△33,539

 

 

 

 

16,541 16,541 －

資産　計 16,541 16,541 －

(負債)

（1）長期借入金（※1）

（2）リース債務（※2）

（3）会員預り金

 

75,090

53,228

717,100

 

74,747

51,678

717,100

 

△342

△1,500

－

負債　計 845,418 843,525 △1,893

　　(※1) １年内返済予定長期借入金を合算して表示しております。

　　(※2) 流動負債と固定負債のリース債務を合算して表示しております。

　　(注)1 「現金及び預金」については、現金であること、また、預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似

するものであることから、記載を省略しております。

　　(注)2 「売掛金」、「未収入金」、「買掛金」、「未払金」、「未払法人税等」、「未払消費税等」については、短

期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから記載を省略しております。

　　(注)3 市場価格のない株式等は、上記に含まれておりません。当該金融商品の貸借対照表計上額は、以下のとおりで

あります。

区　　分 前事業年度（千円） 当事業年度（千円）

(1)出資金

(2)投資有価証券（非上場）

212

0

222

0
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　　(注)１　金銭債権の決算日後の償還予定額

　　前事業年度（令和５年12月31日）

 1年以内

（千円）

1年超5年以内

（千円）

5年超10年以内

（千円）

10年超

（千円）

現金及び預金 65,274 － － －

売掛金 16,895 － － －

未収入金 677 － － －

長期未収入金(※) － 48,215 － －

合　　計 82,847 48,215 － －

　　　　(※)長期未収入金には、貸倒懸念債権を含めております。

 

　　当事業年度（令和６年12月31日）

 1年以内

（千円）

1年超5年以内

（千円）

5年超10年以内

（千円）

10年超

（千円）

現金及び預金 61,623 － － －

売掛金 16,649 － － －

未収入金 708 － － －

長期未収入金(※) － 50,081 － －

合　　計 78,982 50,081 － －

　　　　(※)長期未収入金には、貸倒懸念債権を含めております。

 

　　（注)２　長期借入金及びリース債務の決算日後の返済予定額

　　　　附属明細表「借入金等明細表」をご参照下さい。

 

3．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類して

おります。

　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定

の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル1のインプット以外の時価の算定に係る

インプットを用いて算定した時価

　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレ

ベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

(1）時価で貸借対照表に計上している金融商品

前事業年度（令和5年12月31日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（令和6年12月31日）

　該当事項はありません。
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(2）時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度（令和5年12月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期未収入金 － 16,009 － 16,009

資産計 － 16,009 － 16,009

長期借入金 － 80,754 － 80,754

リース債務 － 56,817 － 56,817

会員預り金 － － 749,800 749,800

負債計 － 137,571 749,800 887,371

 

当事業年度（令和6年12月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期未収入金 － 16,541 － 16,541

資産計 － 16,541 － 16,541

長期借入金 － 74,747 － 74,747

リース債務 － 51,678 － 51,678

会員預り金 － － 717,100 717,100

負債計 － 126,425 717,100 843,525

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

長期未収入金

　　貸倒懸念債権であり、会員預り金による回収見込み額を基に貸倒引当金を計上しております。時価は、貸

借対照表計上額から当該貸倒引当金を控除した金額に近似していることから帳簿価額をもって時価としてお

り、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金及びリース債務

　　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現

在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

会員預り金

　　要求払いの特徴を有する会員預り金については、会員からの要求に応じて支払われるものであり、レベル

３の時価に分類しております。
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（有価証券関係）

　　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

 

（退職給付関係）

前事業年度（自　令和５年１月１日　　至　令和５年12月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は退職金規定に基づく退職一時金制度を採用しております。

　当社が有する退職金一時制度は簡便法により、退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２．簡便法を適用した確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

　　退職給付引当金の期首残高 16,216 千円

　　　退職給付費用 2,535 千円

　　　退職給付の支払額 420 千円

　　退職給付引当金の期末残高 18,331 千円

 

(2) 退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

　　非積立型制度の退職給付債務 18,331 千円

　　貸借対照表に計上された負債の金額 18,331 千円

 

　　退職給付引当金 18,331 千円

　　貸借対照表に計上された負債の金額 18,331 千円

 

(3) 退職給付費用

　　簡便法で計算した退職給付費用 2,535 千円

 

 

当事業年度（自　令和６年１月１日　　至　令和６年12月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は退職金規定に基づく退職一時金制度を採用しております。

　当社が有する退職金一時制度は簡便法により、退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２．簡便法を適用した確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

　　退職給付引当金の期首残高 18,331 千円

　　　退職給付費用 1,576 千円

　　　退職給付の支払額 1,584 千円

　　退職給付引当金の期末残高 18,323 千円

 

(2) 退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

　　非積立型制度の退職給付債務 18,323 千円

　　貸借対照表に計上された負債の金額 18,323 千円

 

　　退職給付引当金 18,323 千円

　　貸借対照表に計上された負債の金額 18,323 千円

 

(3) 退職給付費用

　　簡便法で計算した退職給付費用 1,576 千円

 

（ストック・オプション等関係）

　　該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 前事業年度
（令和５年12月31日）

当事業年度
（令和６年12月31日）

(繰延税金資産)     

　　税務上の繰越欠損金 3,165 千円 4,991 千円

　　未払事業税 888 〃 912 〃

　　賞与引当金 195 〃 210 〃

　　退職給付引当金 5,507 〃 5,504 〃

　　貸倒引当金 9,675 〃 10,076 〃

　　その他 454 〃 465 〃

　繰延税金資産小計 19,887 〃 22,161 〃

評価性引当額 △9,938 〃 △11,345 〃

　繰延税金資産合計 9,948 〃 11,816 〃

     

(繰延税金負債)     

　　土地再評価差額金 759,559 千円 759,559 千円

　繰延税金負債合計 759,559 〃 759,559 〃

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ

た主要な項目別の内訳

　前事業年度及び当事業年度は、税引前当期純損失であるため、注記を省略しております。

 

 

（持分法損益等）

　　当社は、関連会社がありませんので該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　該当事項はありません。

 

 

 

 

（資産除去債務関係）

　　資産除去債務については、重要性が乏しいため、記載しておりません。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）

 金額（千円）

ゴルフ場売上高 296,766

売店売上高 15,552

食堂売上高 72,381

年会費収入 35,936

ロッカー料収入 1,358

名義書換料収入 12,450

その他 5,219

顧客との契約から生じる収益 439,664

その他の収益 －

外部顧客への売上高 439,664

 

当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）

 金額（千円）

ゴルフ場売上高 288,177

売店売上高 16,111

食堂売上高 80,938

年会費収入 34,839

ロッカー料収入 1,410

名義書換料収入 21,450

その他 2,651

顧客との契約から生じる収益 445,577

その他の収益 －

外部顧客への売上高 445,577

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「（重要な会計方針）４．収益及び費用の計

上基準」に記載のとおりであります。
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３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業年度末に

おいて存在する顧客との契約から当事業年度の末日後に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

契約負債の残高等

前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）

 
事業年度（千円）

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 47,877 49,100

契約負債 － －

　契約負債は、事業年度の開始時期に会員より会員資格に基づく年会費及びロッカーの年間使用料を一括徴収した

年会費収入及びロッカー料収入の前受収益です。年会費収入及びロッカー料収入は、一年間（１月１日から12月31

日）に渡って履行義務が充足するものと判断し、履行義務の充足に係る進捗度（月単位）に基づき収益を認識し、

前受収益は収益の認識に伴い取り崩されます。

 

当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）

 
事業年度（千円）

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 49,100 50,938

契約負債 － －

　契約負債は、事業年度の開始時期に会員より会員資格に基づく年会費及びロッカーの年間使用料を一括徴収した

年会費収入及びロッカー料収入の前受収益です。年会費収入及びロッカー料収入は、一年間（１月１日から12月31

日）に渡って履行義務が充足するものと判断し、履行義務の充足に係る進捗度（月単位）に基づき収益を認識し、

前受収益は収益の認識に伴い取り崩されます。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する事業を営む単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

　前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）
　　１．製品及びサービスごとの情報

　当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する事業による単一のサービスの外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の
90％を超えるため、記載を省略しております。

　　２．地域ごとの情報
　　（１）売上高
　　　 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。
　　（２）有形固定資産
　　　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
　　３．主要な顧客ごとの情報
　　　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載事項はありません。

 

　当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）
　　１．製品及びサービスごとの情報

　当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する事業による単一のサービスの外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の
90％を超えるため、記載を省略しております。

　　２．地域ごとの情報
　　（１）売上高
　　　 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。
　　（２）有形固定資産
　　　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
　　３．主要な顧客ごとの情報
　　　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載事項はありません。
 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）
　　該当事項はありません。
 
 
　当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）
　　該当事項はありません。
 
 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）
　　該当事項はありません。
 
 
　当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）
　　該当事項はありません。
 
 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）
　　該当事項はありません。
 
 
　当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）
　　該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

　（役員及び個人主要株主等）

　前事業年度（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）
　　該当事項はありません。
 

 

　当事業年度（自　令和６年１月１日　至　令和６年12月31日）
　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
（自　令和５年１月１日
至　令和５年12月31日）

当事業年度
（自　令和６年１月１日
至　令和６年12月31日）

１株当たり純資産額　　　　　　　　　31,469円36銭 １株当たり純資産額　　　　　　　　　31,376円02銭

１株当たり当期純損失　　　　　　　　 △ 59円88銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり当期純損失　　　　　　　　 △ 93円34銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(注)算定上の基礎

１．１株当たり純資産額

項目
前事業年度

（自　令和５年１月１日
至　令和５年12月31日）

当事業年度
（自　令和６年１月１日
至　令和６年12月31日）

純資産の部の合計額 2,158,326千円 2,151,924千円

純資産の部の合計額から控除する金額 － －

普通株式に係る期末の純資産額 2,158,326千円 2,151,924千円

普通株式の発行済株式数 68,585株 68,585株

普通株式の自己株式数 － －

１株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数
68,585株 68,585株

 

２．１株当たり当期純利益

項目
前事業年度

（自　令和５年１月１日
至　令和５年12月31日）

当事業年度
（自　令和６年１月１日
至　令和６年12月31日）

当期純利益又は当期純損失（△） △4,107千円 △6,401千円

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る当期純利益又は普通株式

に係る当期純損失（△）
△4,107千円 △6,401千円

普通株式の期中平均株式数 68,585株 68,585株

 

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

　当事業年度末及び前事業年度末における投資有価証券の金額が当該事業年度末における資産総額の100分の１以下であ

るため、記載を省略しております。

 

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高

（千円）

当期増加額

（千円）

当期減少額

（千円）

当期末残高

（千円）

当期末減価償

却累計額又は

償却累計額

（千円）

当期

償却額

（千円）

差引

当期末残高

（千円）

有形固定資産        

　建　物 905,640 － － 905,640 773,679 7,123 131,960

　構築物 779,858 419 － 780,277 737,010 6,871 43,267

　機械及び装置 93,731 － － 93,731 93,343 424 387

　車両運搬具 23,988 － － 23,988 23,988 － 0

　工具、器具及び備品 70,751 － － 70,751 68,352 470 2,398

　リース資産 176,450 14,556 1,296 189,711 142,005 18,447 47,706

　その他の設備 － 2,733 911 1,822 － 911 1,822

　コース勘定 771,601 544 － 772,146 － － 772,146

　土　地 2,744,739 － － 2,744,739 － － 2,744,739

有形固定資産計 5,566,762 18,253 2,207 5,582,809 1,838,380 34,247 3,744,428

無形固定資産        

　ソフトウエア 1,458 － － 1,458 1,206 65 251

　リース資産 5,310 － － 5,310 5,221 1,062 88

無形固定資産計 6,768 － － 6,768 6,428 1,127 340

（注）1．当期増加額のうち主なものは、次のとおりであります。

リース資産（有形）　　自動フロントシステム　２台　　　     6,396千円

　　　　　　　　　　　ビジネスフォン　　　　１式　　　     3,192千円

　　　　　　　　　　　焼砂コンベアチェーン　１式　　　     2,778千円

 

 

【社債明細表】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　表蔵王国際ゴルフクラブ(E04658)

有価証券報告書

50/59



【借入金等明細表】

 

区　分
当期首残高

（千円）

当期末残高

（千円）

平均利率

(%)
返済期限

短期借入金 － 30,000 2.13 －

１年以内に返済予定の長期借入金 6,144 9,452 1.55 －

１年以内に返済予定のリース債務 19,609 16,055 1.41 －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを

除く。）
75,090 65,638 1.55 令和17年4月20日

リース債務（１年以内に返済予定のものを

除く。）
38,958 37,173 1.41 令和13年1月31日

合　計 139,801 158,318 － －

（注）１．平均利率につきましては借入金等の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金及びリース債務(1年以内に返済予定のものを除く。)の決算日後5年間の返済予定額は以下のとおり

であります。

区分
１年超２年以内

（千円）
２年超３年以内

（千円）
３年超４年以内

（千円）
４年超５年以内

（千円）

長期借入金 10,158 8,712 8,712 8,712

リース債務 14,625 12,652 7,479 1,766

 

【引当金明細表】

区分
当期首残高

（千円）

当期増加額

（千円）

当期減少額

（目的使用）

（千円）

当期減少額

（その他）

（千円）

当期末残高

（千円）

貸倒引当金 32,205 33,539 － 32,205 33,539

賞与引当金 650 700 650 － 700

災害損失引当金 6,800 500 7,300 － －

（注）貸倒引当金の「当期減少額（その他）」は、一般債権の貸倒実績率による洗替であります。

 

【資産除去債務明細表】

　当事業年度期首及び当事業年度末における資産除去債務の金額が当事業年度期首及び当事業年度末における負債及び純

資産の合計額の100分の1以下であるため、記載を省略しております。
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(2)【主な資産及び負債の内容】

①現金及び預金

区　分 金　額（千円）

　現　金 3,103

　預金の種類  

　　普通預金 58,520

計 58,520

合　　計 61,623

 

②売掛金

（イ）相手先別内訳

区　分 金　額（千円）

カード会社

そ　の　他

16,211

438

合　　　計 16,649

 

（ロ）売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高

(千円)

(A)

当期発生高

(千円)

(B)

当期回収高

(千円)

(C)

当期末残高

(千円)

(D)

回収率（%）
 

(C)
×100

(A)+(B)

　

滞留期間（日）

 
 (A)+(D)  
 2  

 (B)  
 366  

　

16,895 474,532 474,778 16,649 96.6 12.9

（注）消費税等の会計処理は税抜方式を採用していますが、上記金額には消費税等が含まれております。

 

③たな卸資産
 
　a.商　品

区　分 金　額（千円）

売　店　用　商　品 3,412

合　　　計 3,412

 

　b.貯蔵品

区　分 金　額（千円）

消　耗　品　等 5,569

合　　　計 5,569
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④買掛金

相　手　先 金　額（千円）

株式会社　ダンロップスポーツマーケティング 385

ブリジトンスポーツ株式会社 374

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 254

キャスコ株式会社 143

株式会社　やまや 138

その他 508

合　　　計 1,804

 

⑤会員預り金

相　手　先 金　額（千円）

会　　　員 717,100

合　　　計 717,100

 

(3)【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 　　1月1日から12月31日まで

定時株主総会 　　毎決算期の翌日から３ヶ月以内

基　準　日 　　12月31日

株券の種類
　　500株券、200株券、100株券、50株券、20株券

　　15株券、10株券、5株券、1株券

剰余金の配当の基準日 　　12月31日

１単元の株式数 １株

株式の名義書換え  

　　取扱場所
　　宮城県柴田郡柴田町大字船迫字日光48番地

　　株式会社表蔵王国際ゴルフクラブ

　　株主名簿管理人 －

　　取　次　所 －

　　名義書換手数料 　　有料

　　新券交付手数料 　　無料

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所 　　当社は単元株制度を採用しておりません。

　　株主名簿管理人 －

　　取　次　所 －

　　買取手数料 －

公告掲載方法 　　仙台市において発行する河北新報

株主に対する特典 　　なし
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　該当事項ありません。

 

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

(1)有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度(第61期)（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）令和６年３月28日東北財務局長に提出

(2)半期報告書

　事業年度(第62期中)（自　令和６年１月１日　至　令和６年６月30日）令和６年９月27日東北財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

   令和７年３月28日

株式会社表蔵王国際ゴルフクラブ   

　取　締　役　会　御中   

  YAC公認会計士共同事務所

  宮城県仙台市

   公認会計士　矢　川　昌　宏

  及川寛史公認会計士事務所

  宮城県仙台市

   公認会計士　及　川　寛　史

     

監査意見

　私たちは、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社表蔵王国際ゴルフクラブの令和６年１月１日から令和６年12月31日までの第62期事業年度の財務諸表、す

なわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の

注記及び附属明細表について監査を行った。

　私たちは、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

表蔵王国際ゴルフクラブの令和６年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

私たちの責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私たちは、我が国における職業倫理に

関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私たち

は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の情報である。経

営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載

内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　私たちの財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、私たちはその他の記載内容に

対して意見を表明するものではない。

　財務諸表監査における私たちの責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財

務諸表又は私たちが監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要

な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　私たちは、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

　その他の記載内容に関して、私たちが報告すべき事項はない。
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財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうか

を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の

意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家

としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分か

つ適切な監査証拠を入手する。

・財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性

及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどう

か結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表

に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査

証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか

どうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引

や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行

う。
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利害関係

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

 

※１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出

会社）が別途保管しております。

２.財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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